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１．研究計画の概要 
 近年、妊娠や出産、授乳中の劇的なホルモ
ン変化は、周生仔期のホルモンと同様に、雌
親の中枢神経系に長期的な構造的変化を引
き起こし、学習能力の向上や情動性の安定を
もたらすことが明らかとなってきている。し
たがって、妊娠・養育期間中の内分泌かく乱
物質への曝露は、養育行動のみならず、長期
的・多面的に雌親の行動に対して影響を及ぼ
している可能性がある。そこで本研究は、妊
娠・養育期間中の雌親への内分泌かく乱物質
への曝露が、雌親自身の情動性、社会性に与
える影響を明らかとし、さらにその作用機序
を探ることを目的とした。 
 具体的には、妊娠・授乳期のメスマウスに、
エストロゲン作用を持つ内分泌かく乱物質
である diethylstilbestrol (DES) を経口投与
し、養育行動を観察するとともに、出産・離
乳後の雌親の情動性（高架式十字迷路テスト、
明暗箱移動テスト、open-field テストなど）、
社会行動（性的におい選好テスト、性行動テ
スト、攻撃行動テストなど）、学習（遅延非
見本合わせテスト、空間記憶テスト）の諸側
面を検討し、適応的な母性行動発現に対して、
妊娠・授乳期の内分泌かく乱が及ぼす効果を
確定する。また、このような行動的変化をも
たらした神経内分泌的基盤についても検討
する。 
 近年、内分泌かく乱物質は子どもの社会性
や情動性の問題と関連して取り上げられる
ことが多くなっている。一方、親の側では、
近年「虐待」や「育児放棄」が大きな問題と
して取り上げられている。適応的な母性行動

の発現には妊娠・養育期中の内分泌が重要な
役割を果たすので、これらの親の側の問題に
ついても内分泌かく乱物質との関連が見い
だされる可能性がある。もちろん、「虐待」
や「育児放棄」は社会的要因や個人の成育史
などが主たる要因であり、それが神経内分泌
機構だけで説明できるとは全く考えられな
いが、特定の神経内分泌機構が、この問題を
生起しやすくなるような背景的要因を構成
している可能性は充分ある。本研究によって
得られた知見は、この背景的要因を排除し、
問題発生を低減させることに寄与するもの
と期待できる。 
 
２．研究の進捗状況 
 既に、妊娠・授乳期の内分泌かく乱物質曝
露の行動的影響については、ほぼ検討が終了
している。結果として、妊娠期における内分
泌かく乱物質への曝露は、雌親の様々な行動
に影響を及ぼすが、その方向性は必ずしも一
様ではないことが示されている。一方、この
ような変化を及ぼす神経内分泌学的基盤に
ついては不明な点が多く、今後さらに検討を
要する。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 当初の計画はほぼ順調に達成されている。
神経内分泌学的基盤の検討については、まだ
達成されていない点も多いが、これは行動学
的検討の必要性が増大したためであり、当初
計画おいて予定されていた範囲内の変更で
ある。 
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４．今後の研究の推進方策 
 本年度は計画最終年度であるので、これま
での結果をまとめるとともに、特に妊娠期内
分泌かく乱が雌親の情動性に与える影響に
ついて焦点を当て、その神経内分泌的基盤の
検討を含めて検討する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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